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桜
の
季
節
に
な
る
と
、
あ
る
僧

の
名
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
４
４

０
年
以
上
前
の
１
５
７
３
（
天
正

元
）
年
に
、
飯
塚
（
豊
和
地
区
）
光

福
寺
に
学
徒
を
集
め
日
蓮
宗
の
談

所
（
学
問
所
）
を
開
い
た
日に

っ

統と
う

上

人
の
こ
と
で
す
。

　

日
統
は
１
５
７
９
（
天
正
７
）

年
旧
暦
の
３
月
７
日
に
亡
く
な
り
、

葬
送
の
時
に
桜
の
花
が
舞
い
散
っ

た
と
伝
わ
る
こ
と
か
ら
「
花
降ふ

り

日
統
上
人
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
塚
生
ま
れ
の
日
統
は
、
光
福

寺
で
僧
侶
と
な
り
、
関
西
の
有
名

寺
院
に
遊
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

学
び
多
く
の
研
究
成
果
を
修
め
た

後
、
郷
里
に
帰
り
７
代
目
住
職
と

な
り
ま
し
た
。
関
東
で
の
日
統
の

名
声
を
知
っ
て
か
、
関
西
で
共
に

学
ん
だ
僧
ら
は
学
徒
30
余
人
と
共

に
、
は
る
ば
る
飯
塚
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　

日
統
の
死
後
、
飯
高
村
妙
福
寺
、

さ
ら
に
飯
高
寺
に
移
っ
た
学
僧
ら

は
、
同
寺
に
開
か
れ
た
檀
林
の
基

礎
を
築
き
学
徒
を
教
育
し
ま
し
た
。

飯
高
檀
林
発
展
の
き
っ
か
け
は
、

日
統
上
人
の
開
い
た
飯
塚
談
所
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
花
降
り
上
人
」
と
呼
ば
れ
る
僧

が
も
う
一
人
い
ま
す
。『
日
蓮
宗

の
人
び
と
』（
昭
和
51
年
刊
）
に
よ

る
と
、
下

総
生
ま
れ

の
日に

ち

充じ
ゅ
う

と

い
う
僧
で
、

香
取
郡
岩

部
村
（
現

在
の
香
取

市
栗
源
）

の
寺
で
学

室
を
開
い

て
指
導
に

当
た
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
充
上
人
に
は
不
思
議
な
行
跡

が
い
く
つ
も
伝
え
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
一
つ
に
次
の
話
が
あ
り
ま
す
。

　

晩
年
病
気
に
な
っ
た
上
人
は
庵

室
を
訪
れ
た
信
者
に
「
明
日
、
い

よ
い
よ
お
別
れ
し
ま
す
」
と
伝
え
、

人
び
と
が
お
経
を
唱
え
る
中
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
時
は
日
統
上
人

と
同
じ
天
正
７
年
の
旧
暦
正
月
15

日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
葬
送

の
時
、
棺

ひ
つ
ぎ

か
ら
ひ
と
流
れ
の
幡ば

ん

が

空
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
に
見
え
、
辺

り
に
は
良
い
香
り
が
満
ち
あ
ふ
れ

妙
な
る
花
ば
な
が
舞
い
巡
り
、
い

つ
の
ま
に
か
消
え
去
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
あ
り
さ
ま
を
目

に
し
た
人
び
と
は
、「
花
降
り
上

人
」
と
し
て
語
り
継
い
だ
そ
う
で

す
。
日
充
の
死
を
１
６
０
２
（
慶

長
７
）年
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
の
「
花
降
り
上
人
」
の
話

は
、
春
の
夜
の
夢
の
よ
う
で
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
記
録
に
残
さ

れ
、
日
統
上
人
は
、
没
後
４
２
０

年
余
り
を
経
た
平
成
12
年
、
埋
葬

地
と
さ
れ
る
場
所
に
光
福
寺
住

職
に
よ
り
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
、

「
聖し

ょ
う

教ぎ
ょ
う

塚
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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飯
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を
歩
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春
分
の
夕
日
残
り
し
厨
口 

八
日
市
場
イ 

椎
名　

晴
江

末
黒
野
を
通
り
て
故ゆ

え

の
な
き
郷
愁 

内　

山 

椿　
　

和
枝

春
光
や
大
波
一
つ
岩
を
呑
む 

八
日
市
場
ハ 

江
波
戸
知
巳

畦
塗
る
や
祖お

や

よ
り
継
ぎ
し
谷
津
の
田
に 

八
日
市
場
イ 

椎
名　

昭
雄

裏
参
道
ま
っ
か
に
染
め
し
落
椿 

八
日
市
場
ロ 

高
安
せ
い
子

芽
吹
か
ん
と
す
る
囁
の
雑
木
山 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

手
庇
に
里
山
ふ
く
れ
山
笑
ふ 

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

春
一
番
大
地
抉
れ
る
砂
の
山 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

春
驟
雨
捨
て
し
恋
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
美
雄

梅
香
り
一
人
点
前
す
至
福
の
時 

今　

泉　
　
　

須
貝　

玉
枝

入
学
式
ま
だ
か
ま
だ
か
と
ラ
ン
ド
セ
ル 

八
日
市
場
ホ 

菱
木　

静
枝

入
学
日
ポ
チ
と
ミ
ケ
ち
ゃ
ん
お
見
送
り 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

入
学
式
裏
か
ら
入
る
人
も
い
る 

八
日
市
場
ホ 

大
木
波
津
恵

泣
き
虫
の
入
学
式
は
や
は
り
雨 

東
小
笹 

江
波
戸
京
子

入
学
式
桜
吹
雪
に
迎
え
ら
れ 

木　

積 

佐
久
間
美
智
子

ヒ
ゲ
剃
っ
て
入
学
式
は
武
道
館 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

入
学
式
喜
怒
哀
楽
が
甦
り 

横
須
賀 

鈴
木　

春
子

記
憶
よ
り
メ
モ
が
頼
り
の
篭
の
品 

飯　

高 

松
野　

敏
昭

「
清
張
」
を
キ
ヨ
ハ
ル
と
読
み
苦
笑
い 

栢　

田 

石
田　
　

津

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦
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